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あとがき
むかし重症筋無力症が自己免疫疾患と知り，認識系の破綻が，今様の言葉でいうと，
想定外の病気を引き起こすと理解した。では，どうして破綻するのかという発症メカニ
ズムに興味を持ったが，その特異性はわからずじまいだった。抗原性の高低という言葉
やクローン選択説からの議論も聞いたが，なお不明であった。まもなく核抗体，糖脂質
抗体などが次々に明らかにされ，最近では，筋炎や視神経脊髄炎（NMO）の病態解明
にも大きく貢献する進展もあり，いよいよ神経筋免疫疾患というジャンルが従来考えて
いたよりもはるかに普遍的で，限局されないことを知った。
本特集の意味として，自己抗体を原因とする神経筋疾患の病態に関する知識の集約と
総括，治療薬の新しい選択が生まれたことを挙げておきたい。抗体の抗原性解明によ
り，自己抗体の起因は，必ずしも内在性ではなく，場合によっては後天的にウイルスや
細菌感染による抗原交差性によることもあり，多様性を生み出す免疫系が自己を敵とみ
なして攻撃に回ったときの作用の大きさには驚くばかりである。一般的に，抗体をなく
す，あるいは希釈する目的で，免疫抑制薬，グロブリン製剤などの治療薬使用や血漿交
換が行われているが，薬価や対症療法的側面などから，どうしても寛解再発を繰り返す
パターンが多い。近頃，有名人のカミングアウトや死亡で有名になった多発性硬化症
（MS）の例もそうである。ただ，MSについては，スフィンゴシン１-リン酸受容体
（S1PR）調節薬が適用されたことで，免疫系を触らないメカニズムとして白血球の血
液脳関門通過制御も治療戦略になることが示された点は新鮮である。今後，神経筋免疫
疾患というジャンルでの治療薬開発の１つの手本となるかもしれない。さらに新たな神
経免疫療法の開発にも期待したい。
それにしても病態解明は欠かせないステップであり，疾患研究の重要性が改めて確認
された。MSについて述べると，実験的自己免疫性能脊髄炎（EAE）が長らくモデル
として検討されてきたが，基本的な抗体作用機構はよいとしても，臨床症状の推移とは
異なることを直視すべきときが来ているのかもしれない。これは，MSだけの問題では
なく，本特集で議論されている疾患に共通した課題ではないのか。自己抗体疾患は，全
身性に発症するが，とりわけ脳神経系に多いのは，脳神経系が抗原性の高い糖脂質を豊
富に含むという理由だけでは片づかないことは，橋本脳症や神経伝達物質受容体抗体な
どの好例で明らかである。
本誌を通覧して，その疾患多様性を知るだけでなく，脳神経系自己抗体疾患におい
て，神経系，内分泌系の当該抗原分子がダイナミックに細胞内外での異常移動や構造変
化に思いが巡らされ，次なる研究の基盤となるヒントを学ぶことができたと考えている。
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